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物質化学専攻 研究分野 無機化学

現代文明を支えるハイテク物質には酸化物や硫化物が用いられている。生体内においても、酵素活性中心として酸
素や硫黄で架橋された金属イオンが関わっている。当研究室では、高機能性材料開発に向けた、酸化物や硫化物の
分子レベルでの無機構造制御と、その物性を明らかにすることを主眼においている。ポリオキソメタレートと呼ばれる
分子性の金属酸化物アニオンをキーワードに、金属1個から数十個、あるいは無限個からなる無機化合物の構造の
一部を他の金属イオンや金属多核構造で置換し、構造を自在に操り、人工光合成や、分子サイズの機械になるよう
な物質に関する応用研究を行っている。無機化学では、有機化学のような系統的な方法論は存在しないが、反応条
件を適切に制御することで、物性を支配している要因を自ら解明していきます。

研究課題の概要
研究室Webサイト http://chem.s.kanazawa-u.ac.jp/inorg/index.html

金属を多数含む分子を有機合成のように自在に設計、合成できるようになることを夢見てポリオキソメタレートの基礎
化学を発展させています。特に美の女神から名付けられたバナジウムという元素を含む化合物を使って、さまざまな
無機錯体に関する研究を行っています。効率的なナノサイズの分子触媒を自在に操ったり、分子レベルの大きさの器
を作って他の分子を捕まえたり、右と左のあるキラル無機分子を構築したり、分子機械になるような形を変える分子を
設計するなど、いままでの無機化合物ではできなかったことを実現可能にしてみましょう。

博士前期課程/後期課程院生の指導方針、具体的なカリキュラム、研究室での活動等
日々進化する世界の科学技術の中での、自分の研究の位置づけを明らかにすることで、研究の意義を明確にしてい
ます。自ら考え、実験計画、実験の遂行、結果の考察が行えるように指導します。授業や論文検索、各種分析機器に
よる測定、解析を通して、専門知識をつけるとともに、新しい知識を創り上げていきます。ゼミでの報告会、文献紹介
を通して、論理の構築、結果の妥当性を吟味する能力をつけると同時に、プレゼン能力の飛躍的向上を目指します。
ハイレベルな合成技術、原理原則に基づく的確なデータ解析力、論文読解力、コミュニケーション能力、英語力に優
れた、世界をリードする研究者を育成します。国内学会、国際シンポジウムでの発表も推奨しています。演習、実験の
補助に対して、TA、RAの報酬が支給されることもあります。

研究室生活の紹介等
無機合成を主とし、新しい化合物を世界で一番最初に発見できる研究室です。触媒性能を評価するために、簡単な
有機合成反応を行うこともあります。自分で研究計画を立て、実験のスケジュールを決めます。うまくいかなかった時
には、教員や、関連テーマを持った学生とのディスカッションを通して問題解決策を検討し、最終的には自分自身で問
題解決を行う能力を身につけることができます。研究室内外でのスポーツ大会、バーベキュー、研究室旅行、ソフト
ボール大会など、イベントも多く開催されています。個人的な学習スペースと、実験環境が与えられ、集中して研究に
取り組むことができます。国際的なコミュニケーションにも力を入れており、海外の学会で自分の研究成果を発表する
機会があります。
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